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①内燃研価格予想

1 重油・アスファルト最新動向
〜日本〜

リム情報開発が⾏った9月19日時点のドバイ価格、JCC価格の予想(41ペー
ジ参照)を基に算出した、18年度第3四半期の内燃研価格予想はHSA重油がキ
ロリットルあたり前期⽐3,400円高の76,700円、HSC重油が…

②重油海陸格差(A重油・LSA重油)
〜A重油〜

リム調べ
注)18年9月平均は25日時点の推定値
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京浜A重油 海陸格差

海陸格差(陸上―海上) 海上 陸上

単位:kl

https://www.rim-intelligence.co.jp/contents/info/cvf/contact.html


〜海外〜
④インドで重油の消費が減少、電⼒含む各種産業⽤が振るわず

インドでは、⻑年に渡って低硫⻩重油や残渣油の需要が落ち込んでいるの
は、発電や産業部門での消費が⼤幅に落ち込んでいるためだ。⽯油天然ガス
省の統計によると、2010〜11年度から16〜17年度の期間に、…

9月6日早朝に発⽣した北海道胆振東部地震。北海道電⼒の発電所が損傷し、
道内全域が停電に陥ったことから電⼒、⽯油の供給も滞った。被害は震源地
周辺、人口の多い地域に限らず、北海道北東部に位置し、ほとんど…

コラム「北海道地震直後の知床観光・⽔産事情」
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①全国トッパー実稼働率(2017年1⽉以降)
3 日本の動向

⽯油連盟がまとめた9月15日時点のトッパー実稼働率は、全国ベースで92.7％
で推移し、前週の89％を3.7ポイント上回った。実稼働率とは、設計能⼒から事
故や定期修理等の稼働停⽌分を除いたもの。直近4週の稼働率は91.9％。…

⑥入札結果から⾒る 〜⽯油タンク業者の強さの理由とは〜

京都府の独⽴⾏政法人国⽴病院機構舞鶴医療センターが9月21日に
実施した10〜12月納めLSA重油64klの⼊札が届け72.5円で落札され
た。落札したのは、近畿エリアに⽯油タンクを保有する有⼒…

4 2020年IMO硫⻩規制への対応策と問題点

a) 経済的視点からみたスクラバーの搭載

2020年1月1日より、国際海事機関(IMO)の決定で、⼀般海域でも燃
料油に含まれる硫⻩分は上限が0.5％に制限される。このため、バン
カー重油の使⽤に関しては、0.5％以下の適合油か、スクラ…
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5 原油CIF価格-JCC-予想
原油CIF価格-JCC-予想解説

9月に日本へ輸⼊、通関される原油の9月19日時点の⾒通しは
75.62ドル/バレルと9月7日と同水準、円建ては52,860円/klと同⽐
で100円高となった。10月物は、78.67ドルと同⽐で…

6 業界百聞

シンガポールの8⽉バンカー重油販売量、前年同⽉⽐9%減

シンガポール港湾庁(MPA)は、8月のシンガポール港でのバンカー重油販
売量が前年同月⽐9%(40万700トン)減の396万2,900トン(速報値)と発表し
た。前月⽐では7万2,900トン減。油種別では、380cst重油が…

https://www.rim-intelligence.co.jp/contents/info/cvf/contact.html
https://www.rim-intelligence.co.jp/contents/info/cvf/contact.html


日本精蝋が自己株の第三者割り当て処分、徳山工場の設備増設費⽤に

⼤手ワックスメーカーの日本精蝋は19日開催の取締役会で、⼭口銀⾏と⻄
京銀⾏、ほけんeye⻄京、⼭九、安藤パラケミーに対し、自己株の第三者割
り当て処分を決めた。処分価格は1株当たり284円で、対象は普通株…

JXTGエネ和歌山製油所、予定通り定修入り

JXTGエネルギーの和歌⼭製油所(日量12万7,500バレル)が24日、定期修
理のため稼働を停⽌した。同社広報担当者が明らかにした。11月上旬に稼働
を再開する予定という。前回…
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